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株式資本論・証券市場論邦語文献目録 ＊† 

 

柴崎 慎也 ‡ 

 

 

本目録作成者（柴崎慎也）は，令和 3年度の公益財団法人石井記念証券研究振興財団の研究

助成を受け，①日本における株式資本論・証券市場論に関する理論研究の学説史的整理，②株

式資本論・証券市場論に関する文献目録の作成をおこなった。 

日本における株式資本論・証券市場論に関する研究は，A.スミスや K.マルクス，R.ヒルファ

ディングらによる古典的研究をふまえ，すでに戦前から福田徳三，上田貞次郎，増地庸治郎，

大塚久雄らによる研究が蓄積されてきた。戦後は，とくにマルクス経済学の文脈において，宇

野弘蔵，馬場克三，川合一郎らによる一連の研究および論争により，株式資本論・証券市場論

研究の水準は飛躍的に高まっていった。こうした日本における株式資本論・証券市場論に関す

る研究の展開は，正木久司や鈴木芳徳，渡辺裕一らによってこれまでもくり返しサーヴェイが

なされ，これにより日本における研究の水準および独自性が学説史的に明らかにされてきたと

いってよい。 

しかしながら，このように学説史的に株式資本論・証券市場論を扱う研究は，渡辺裕一「「証

券市場」の理論と歴史」(『経済学批判』社会評論社，第 13号，1983年)を最後に残念ながら

姿を消してしまっていた。1980年代以降の，グローバル化が急速に進展していくなかでの株式

資本論・証券市場論研究の展開は，したがって，現状では学説史的に十分に整理・検討されて

いない。この問題意識から，1983年の渡辺論文以降，現在までの研究を包含する論文を，柴崎

慎也「株式資本論研究の展開」（『経済志林』法政大学経済学部学会，第 89巻第 2号，2022

年）としてまとめて発表した。 

これにくわえて，株式資本論・証券市場論に関する文献目録の作成についてもまた，鈴木芳

徳「株式会社論邦語文献目録」(『商経論叢』神奈川大学経済学会，第 18巻第 2号，1983年)

が管見では最後の文献目録となっていた。文献目録の作成は一般に，膨大な関連文献を散逸さ

せないため，また後進の研究者に有用であるだけでなく，先行研究を十分にふまえ研究を発展

させていく経済学研究にとっては不可欠な営為である。株式資本論・証券市場論に関する最新

の文献目録を作成することは，したがって，この分野の研究を今後さらに発展させていくうえ

で必須の作業である。この問題意識から，1983年の鈴木目録以降，現在までの 40年にわたる

株式資本論・証券市場論研究を包含するものとして本目録を作成した。 

 
＊ 本研究は，公益財団法人石井記念証券研究振興財団の助成を受けたものである。 
† 本目録の作成にあたって，勝田佳裕氏（静岡英和学院大学），勝村務氏（北星学園大学），佐藤一光氏

（東京経済大学），山川俊和氏（大阪産業大学）にご助言をいただいた。ここに記して感謝申し上げる。 
‡ 東京経済大学経済学部専任講師 
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凡例 

 

・本目録は，株式資本論（資本結合論や金融資本論な

どを含む）および証券市場論に関連する理論・歴

史・実証研究の邦語文献目録である。 

・本目録では，マルクス経済学をはじめとするポリテ

ィカル・エコノミーおよびそれに関連する文献を主

として取り上げている。なお，翻訳書および法学関

連の文献は，原則として割愛している。 

・本目録では文献を，著者・編者名で五十音順に配列

している。また，各著者・編者の著作物は発行年順

に配列している。 

・各文献の記載事項について，論文・書評など書籍以

外の文献は，著者名[発行年]「タイトル」『所載刊行

物名』発行所，巻号数である。書籍は，著者・編者

名[発行年]『書籍タイトル』発行所である。なお，

編者を『所載刊行物名』に，＜シリーズ名＞を『所

載刊行物名』および『書籍タイトル』に付すものも

ある。 

・本目録の作成にあたっては，鈴木芳徳「株式会社論

邦語文献目録」（『商経論叢』神奈川大学経済学会，

第 18 巻第 2 号，1983 年）を参考とした。本目録で

は，これに追加および修正をくわえている。 
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